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2018 年度第 2 四半期決算説明会 
 

概要 

 
 日時：2018年 10 月 31日（水）16：30～17：30 
 場所：東京都港区赤坂 5-2-20 赤坂パークビル 21F 
 スピーカー：株式会社WOWOW 代表取締役社長 田中 晃 
        株式会社WOWOW 取締役副社長   黒水 則顯 

 

登壇 

 
司会：それでは定刻になりましたので、株式会社WOWOW、2018年度第 2四半期決算説明会を

開催させていただきます。本日はお忙しい中、ご出席いただき、誠にありがとうございます。 

初めに本日の登壇者をご紹介いたします。皆さま方から向かって左側から代表取締役社長、田中晃

でございます。取締役副社長、黒水則顯でございます。 

それでは、社長の田中より、2018 年度第 2四半期決算ハイライトのご説明をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 



 

2 
 

 

田中：本日はお忙しい中、お越しいただきまして、ありがとうございます。それでは 2018年度の

第 2四半期の決算についてご説明申し上げます。私からは簡単なハイライトだけ申し上げて、詳細

はこの後、黒水から説明をいたします。 

お手元の資料、あるいは前方のスライドを見ていただければと思いますが、新規加入件数が 34万

7,000、解約件数が 29万、よって正味加入件数が 5万 7,000 の純増となりました。累計正味加入

件数は 293 万 4,000 ということで、これは過去最高の数字を達成することができております。 

要因といたしましては、大坂なおみ選手が初優勝し、錦織選手も大活躍をした全米オープンテニス、

これを筆頭にしまして、その後、続けて放送いたしました大坂なおみ選手が出場した東レ パン パ

シフィックオープンテニス、これは今年から放送したんですけども、そういったテニスが新規加入

を牽引いたしました。 

それから、上半期全体で申し上げれば、安室奈美恵あるいは東方神起といった大型の音楽ライブコ

ンテンツも、新規加入を牽引いたしました。 

なお、全米オープンテニスのあった 9月単月での新規加入は 10万件を超えまして、この単月で 10

万を超えたというのは、振り返ると 2014 年 9月、全米オープンテニスで錦織圭選手が決勝までい

って、準優勝になりましたけども、その 2014年 9月以来でございました。たくさんのお客様に入

っていただくことができました。 
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その結果、収支、連結でございますが、売上高が 406 億 8,400 万。これは前年差で 4億 7,900 万

の増収でございます。経常利益は 44億 5,400 万、これは前年差で 17億 5,600 万の減益でござい

ます。売上高は累計正味加入件数の増加等によりまして増収でございますが、利益のほうは、さっ

きも申し上げましたけれども、大型コンテンツへの費用投下、戦略的な費用投下を行ったために減

益になっております。 

では、数字の詳細につきまして、黒水より説明申し上げます。 
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黒水：それでは続きまして、私のほうから数字の詳細をご説明申し上げます。3ページから 9ペー

ジまで、私がこれからご説明を申し上げます。 

まず 3ページでございます。2018年度第２四半期加入状況。田中の話と多少重複するところもご

ざいます。まずは 18年度の、この新規加入の部分でございます。先ほど話がありましたように、

第 2クォーターまでで 34万 7,000 件の新規の加入がございました。続いて解約が 29万の解約と

いうことで、正味 5万 7,000 でございます。 

前年の同期差でございますけれども、新規加入においては前年同期と比べまして10万5,000の増、

解約は 4万 3,000 の増でございます。差引、正味対前年、前年はマイナス 4,000 でございました

ので、6万 1,000 の増というかたちになります。累計正味加入件数は 293万 4,000 ということで、

11万 5,000 の増というかたちが第 2四半期の加入の状況でございます。 
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続きまして、累計正味加入件数の推移でございます。先ほど申しましたように、18年度第 2四半期

は 293万 4,000 でございます。この表、2013年からになっておりますけれども、さかのぼって

2006年度から 2017 年度まで、12期連続、正味加入件数純増というかたちで進んでおります。こ

こでは 13年からの数字をプロッティングしております。過去 12期連続というかたちであるという

ことでございます。293万 4,000 というのは過去最高の数字になります。 
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続きまして、2018年度第 2四半期の収支の状況でございます。上段の連結を中心にご説明申し上

げます。売上高でございますけれども、406 億 8,400 万ということで、前年同期差 4億 7,900 万

になります。営業利益が 41億 5,500 万、前年同期と比べまして 16億 6,800 万。経常利益も同様

に、44億 5,400 万の実績に対して 17億 5,600 万の減益でございます。このへんは、戦略的にコ

ンテンツの部分の強化を図ったということの結果でございます。四半期純利益は 30億 6,400 万、

12億２,000 万の対前年度差が出ているということでございます。詳細は次のページ以降でご説明

申し上げます。 
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売上高の前年同期対比でございます。左側の連結をご覧ください。この部分、売上の部分は 2018

年度第 2四半期。前年同期に比べまして、4億 7,900 万増加しております。その内訳でございます

けれども、下の濃い青色部分、これが有料放送収入となります。２億 8,800 の増でございます。上

の薄いブルーのところでございますけれども、その他収入、子会社の外部売上やイベント収入など

が含まれております。ここの部分は 1億 9,100 万の増収というかたちになっております。主に、そ

の他の収入のところは、連結子会社のWOWOWコミュニケーションズにおいて、既存外部顧客か

らのテレマーケティングの受注の増などが寄与した数字になっております。 
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続いて連結経常利益、前年同期との差異要因でございます。ここにございますように、17億 5,600

万の差異が生じております。左側が増加要因、右側が減少要因でございます。増加要因のところは、

一つは視聴料収入の増、２億 8,800 万の増でございます。 

続いて減価償却費の部分が減りましたので、この部分が 2億 8,600 万、減少しているといったとこ

ろでございます。右側の減少要因ですが、なんといっても番組費の増加と。14億 8,900 万ござい

ますけれども、これは戦略的に今年度、番組の強化費で増額をしている部分になります。 

そのほか、退職給付費用、これが３億 5,200 万増えていると。これは退職給付費用の計算方法、当
社は対象社員の人数が 300名を超えましたところから、これまでの簡便法から原則法に変えたとい
ったところでのコストの増がここに出ております。 

それと 1億 9,100 万、これは持分法による投資利益の部分の減でございます。そして、その他、２

億 9,800 万円のコスト増になっておりますけれども、これはアクトビラと協力いたしまして、テニ

スのテレビ向けライブ配信サービスを開始しておりますことと、サービスのさらなる高度化に向け

たさまざまな実証実験。例えばセリーヌ・ディオンの来日公演を、テレビ向けの 4Kサイマル配信

を行う実証実験を行っております。こういったもののコストが、この中に含まれているといったと

ころであります。 
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これは番組費の推移でございます。番組費の推移、過去の 14年、15年、16年とございます。こ

の第2四半期のところに関しましては、対前年との比較で、全体で14億 8,900万増えております。

これの濃い青い部分、これが有料放送番組費でございます。この部分が 13億 9,200 万の増。上の

薄いブルーのところ、これは映画の番組配給費でございます。主にハリウッドメジャースタジオか

ら購入する映画のコスト等になりますが、この部分が、為替等の影響もありまして、9,900 万増え

ているといったところでございます。 
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これは主要な連結決算会社の収支状況でございます。まずWOWOWコミュニケーションズ。テレ

マーケティングの会社でございますが、2018年度第 2四半期、売上が 42億 6,200 万、対前年で

6億 8,100 万増加しております。営業利益、経常利益とも、1億 5,200 万といったところで、1億

1,500 万の増。第 2四半期、9,300 万の当期純利益、6,800 万の増というかたちの比較になります。 

下がWOWOWプラス、放送の分野になりますけれども、売上高が 25億 6,200 万、対前年比はほ

とんど同じでございます。営業利益は番組制作費の増加等々がありまして、実績は 9,700 万、前年

同期から 4,600 万の減、経常利益も同様でございます。四半期純利益は 7,700 万、対前年 600万

の増になっております。 

以上が私からの皆さんへのご説明でございます。ありがとうございます。 

司会：それでは、これから放送する番組をまとめたビデオを上映いたしますので、前方のスクリー

ンをご覧ください。 

それでは引き続きまして、2018 年度の業績見通しについて、社長の田中よりご説明いたします。

よろしくお願いいたします。 
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田中：まず、今VTRで紹介しました、この先の注目のコンテンツ等々の補足等を先にさせていただ

きます。VTRにもありましたけれども、テニスのコンテンツを、またそろえております。継続的に、

あるいはこの秋、新たにWOWOWに入っていただいたお客様の中でテニスファン、テニスが見た

くて入っていただいたお客様がたくさんいらっしゃいます。メジャートーナメントは 1月の前後ま

でありませんけれども、この間でも、今VTRで紹介した大会のほかに、ドキュメンタリーを何本も

計画しております。世界のトップテニスプレーヤーのフェデラー、ナダル、あるいはセリーナ・ウ

ィリアムズ、それから、もちろん日本の大坂なおみ、錦織圭、国枝慎吾、上地結衣といった選手の

ドキュメンタリーを放送する予定でございます。 

それから、VTRにもWHO I AM、ドキュメンタリーシリーズのシーズン 3が始まったことをご紹

介させていただきましたけれども、手前ごとではございますけれども、昨年放送したシーズン 2の

シリーズ全体が、第 46回国際エミー賞のドキュメンタリー番組部門にノミネートされました。ド

キュメンタリー番組部門のノミネートは、WOWOWとして初めてでございまして、このWHO I AM

の取り組みが 3年目を迎えたわけですけれども、パラアスリートの魅力、あるいはパラスポーツの

すごさみたいなことが、このWHO I AMを通じて世界の方に理解をいただけていることに対して、

率直にうれしく思っております。受賞作発表および授賞式は、11月 19日、現地時間でございます

けれども、ニューヨークで行われることになっておりますので、楽しみにしているところでござい

ます。 
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それから、番組ではございませんが、今日は一つ、当社が主催するイベントの紹介をさせていただ

きたいと思います。このスライド画面の右上に、ディズニー・ブロードウェイ・ヒッツというのが

ありますけども、このイベントでございます。 

WOWOWはこれまでにも、放送と連動したWOWOWらしいイベントを主催してきております。

例えば、SONGS&FRIENDSと題した恒例のイベント、そのほかにもトニー賞コンサートとかマシ

ュー・モリソンのコンサートといった、日本ではなかなかお目にかかれない、世界のトップアーテ

ィストのライブコンサートを行ってまいりました。 

今日ここでは、このディズニー・ブロードウェイ・ヒッツという、これがどんなものかといいます

と、アメリカのボストンシンフォニーホール、それからイギリスのロイヤルアルバートホールで、

それぞれ 1回ずつしか上演されていない、大変な希少なコンサートでございまして、これが来年日

本に初上陸ということでございます。 

ライオンキングとか美女と野獣、そういったミュージカルの本場、ブロードウェイでディズニーの

ミュージカルは大ヒットを連発しているわけでございますけれども、そんなディズニーミュージカ

ルの珠玉の作品の数々をご紹介するイベントとなっておりまして、実際に歌うのは、この大ヒット

ディズニーミュージカルのオリジナルキャストを務めた、そうそうたるブロードウェイスターの 4

名が来日します。それから日本のゲストシンガーとしても、劇団四季でアラジンとかライオンキン
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グの主役を務めた海宝直人さんが出演いたします。 

これはミュージカルにも力を入れている当社、そしてディズニーさんとも深くお付き合いをさせて

いただいている当社がお願いをして、ようやく実現した舞台でございますので、ぜひご覧いただき

たいし、ご紹介も願いたいと思っている次第でございます。 
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続きまして、ネット同時配信サービスについてでございます。かねてより申し上げていますように、

この10月からネット同時配信をトライアルサービスとして開始いたしました。中期経営計画でも、

始めるということを、今年度中にということを申し上げておりましたけども、それのトライアルを

10月 1日から始めました。従来のサービスに加えて同時配信、これが加わって、料金は同じ 2,300

円というサービスになっております。 

ちょうど今現在、NHKさんや民放さんが同時配信について議論が続いているところでございますけ

れども、当社は全国放送でもありますし、それから無料広告ではなく有料放送でもある。そういっ

た利点を生かして、先陣を切ってスタートをしております。 

1 カ月たったところで、まだトライアルでございますけれども、幸いにして技術的なトラブルもな

く進んでおります。順調に進んでいると認識しております。12月 1日からは本サービスということ

で、アウター、外向けにもマーケティングにこのサービスを活用していきたいと、加入につなげて

いきたいと思っています。 
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18 年度、今年度の加入計画でございますけれども、5月の公表値と変更はございません。新規加入

60万、解約 57万、正味加入件数 3万、累計正味加入件数 290 万 6,000 件を目指して、下期、取

り組んでまいります。 
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収支計画、連結でございますけれども、これも 5月の公表値と変更はございません。今期はかねて

申し上げているように、増収・減益の計画でございます。視聴料収入の増加等によって増収となり

ますが、コンテンツの強化、マーケティング改革に費用投下をするということで、減益を計画して

おります。以上でございます。 

司会：私どもからの説明は以上となります。 
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質疑応答 

 

司会：これから質疑応答に移らせていただきます。ご質問のある方は挙手にてお知らせください。

係の者がマイクをお持ちいたします。それでは、ご質問のある方、いかがでしょうか。 

質問者：何点か質問があるんですけれども、まず上期の計画に対して利益が経常利益で 6.5 億円ほ

ど上振れていますけれども、これについて、期初計画と比べてどうだったのかということの補足、

費用投下が遅れているのか、ちょっと何かの集計があったのか、少し補足をお願いします。 

黒水：私からお答え申し上げます。上期の利益が膨らんでいる部分に関しましては、下期への期ず

れの部分がございまして、下期に費用がかさんでくるといったところでございます。その分が上期

の部分で、ある意味では上振れの要因になっているといった点が挙げられようかと思います。 

質問者：では次に、加入件数についてですが、9月に非常に増えたということで、数値的には既に

通期の目標値を上回っていますが、これについて下期少し剥落していくのか、そうではなく、ある

程度、目標値は目標値として、さらに上積みを目指すのか、そのあたりはどういうような見通しと

取り組みを持っているのか、少し補足をお願いします。 

田中：はい。上期はご報告したとおりでございますけれども、下期は上期の加入の反動、つまり解

約増も想定しております。それから、下期に計画しているコンテンツの強さ等々を加味しまして、

見ていただければ分かりますように、下期は解約のほうが増えるだろうということも見込んでおり

ますけれども、通期としましては、当初の計画を達成したいと思っております。 

質問者：9月に増えた加入者が少し加入を継続すると、業績への貢献は下期にでてくると思うんで

すけれども、そのあたりをどのように思われているのか。今言った剥落していくので、期初想定し

たところから業績にあまり大きな変化がないのか、それよりは実際、それなりに効果があるのか。

それとも計画値は計画値として、少し強めな印象を持っているとか、そのあたりを少し補足お願い

します。 

黒水：今、田中からの説明にもありましたように、やはり大きな加入の後、多少解約等々が、これ

までの歴史といいますか傾向を見ても出てきます。今のところ、当初計画をオーバーしているとい

うところではございますけれども、年度末は目標をしっかりクリアしていくといったことが肝要か

なと思っていますので、そこに焦点を合わせているところでございます。 

司会：ほかにご質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。いかがでしょうか。それでは、ご質

問がないようですので、ここで終了させていただきます。 
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最後に田中社長、一言お願いいたします。 

田中：はい。本日はありがとうございました。先ほどネット同時配信サービスについて、ひと月の

経過の話をさせていただきました。開始に当たっても申し上げましたけれども、有料放送の世界は

外資の動画、有料動画配信の普及等によって、競争環境が激変をしているわけでございます。そん

な中で、お客様のライフスタイルの変化とニーズを鑑み、WOWOWも同時配信に着手をしました。

テレビでも、スマホ、タブレットでも、リビングでも、個人の部屋でも、外出先でも、いつでもど

こでもWOWOWを楽しんでいただく環境を提供するのは、もう時代の流れだと認識しております。 

そんな中で、放送事業者であるわが社が同時配信にも出ていくことは、むしろ放送局の強みを生か

して、トータルなサービスを提供できるのではないかと思っております。よりよいサービス、より

よい環境を提供することを心がけて、グレードアップしていきたいと思っておりますので、どうぞ

引き続きご注目願いたいと思います。 

本日はどうもありがとうございました。 

司会：以上をもちまして、2018 年度第 2四半期決算説明会を終了させていただきます。毎度のお

願いになりますが、お手元のアンケートにご記入のご協力をお願いいたします。ご記入後は机の上

に置いてお帰りください。また、受付でお渡ししました入館証も、机の上に置いてお帰りください。 

本日は決算説明会にご出席いただき、誠にありがとうございました。  

 
以上 


